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本
史
料
は
、
奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
が
古
書
肆
よ
り
購
入
し
、

所
蔵
す
る
古
文
書
で
あ
る
。
紙
質
は
楮
紙
。
も
と
は
折
紙
文
書
で
あ

る
が
、
現
状
は
軸
装
さ
れ
て
い
る
。
本
紙
の
法
量
は
二
六
・
六
糎
×

四
四
・
六
糎
。

年
紀
は
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
十
一
月
十
三
日
、
戦
国
時
代

の
古
文
書
と
な
る
。
釈
文
を
示
す
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

［
釈
文
］

北
野
宮
寺
社
務
竹
内
宮
」
御
門
跡
雑
掌
申
、
社
務
」
職
分
北
野

境
内
南
北
畠
」
屋
敷
等
段
別
事
、
為
」
遷
宮
用
途
、
任
先
例
、」

史
料
紹
介

天
文
八
年
十
一
月
十
三
日
付 

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書

河
　 

内
　
　
将
　 

芳
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不
謂
免
除
之
地
、
被
相
懸
之
、」
可
被
遂
其
節
之
旨
、
被
成
」

奉
書
訖
、
早
可
沙
汰
渡
」
彼
雑
掌
、
更
不
可
有
難
」
渋
由
、
所

被
仰
出
之
状
如
件
、

　

天
文
八

　
　

十
一
月
十
三
日　

盛（
松
田
）秀

（
花
押
）

               　
　
　
　

貞（
治
部
）兼

（
花
押
）

　
　
　

当
地
百
姓
中

差
出
の
う
ち
貞
兼
は
、
花
押
の
す
が
た
か
た
ち
か
ら
治
部
貞
兼
、

盛
秀
も
同
じ
く
花
押
か
ら
松
田
盛
秀
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

と
も
に
、室
町
幕
府
右
筆
方
奉
行
人
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
文
書
名
も
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
と
な
ろ
う
。

室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
と
い
え
ば
、
史
料
集
と
し
て
、
今
谷
明
・

高
橋
康
夫
編
『
室
町
幕
府
文
書
集
成　

奉
行
人
奉
書
編
』
上
・
下
（
思

文
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
）
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
史
料
は
こ
れ

に
所
収
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、『
北
野
天
満
宮
史
料　

古
文
書
』（
北

野
天
満
宮
、
一
九
七
八
年
）
や
『
史
料
纂
集　

北
野
神
社
文
書　

筑

波
大
学
所
蔵
文
書　

上
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
七
年
）

な
ど
に
も
所
収
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
新
出
史
料
と
な
ろ
う
。

天
文
八
年
時
点
で
の
室
町
将
軍
は
、
足
利
義
晴
で
あ
る
。
そ
の
義

晴
の
意
を
貞
兼
と
盛
秀
の
ふ
た
り
が
奉
じ
、
発
給
さ
れ
た
文
書
と
な

る
が
、
冒
頭
に
「
北
野
宮
寺
社
務
竹
内
宮
御
門
跡
雑
掌
申
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、「
北
野
宮
寺
」（
北
野
社
、
北
野
天
満
宮
）
の
訴
え
に
応

じ
て
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

戦
国
時
代
を
含
む
中
世
の
「
北
野
宮
寺
」
は
天
台
宗
寺
院
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
別
当
（
社
務
）
の
職
に
は
、
代
々
、
竹
内
門

跡
（
曼
殊
院
門
跡
）
が
就
い
て
い
た
。

天
文
八
年
時
点
の
竹
内
門
跡
は
、
覚
恕
で
あ
る
。
覚
恕
は
後
奈
良

天
皇
の
「
御
子
」
で
あ
り
、
天
皇
が
践
祚
す
る
以
前
、
和
仁
親
王
と

よ
ば
れ
た
時
代
の
大
永
五
年（
一
五
二
五
）四
月
一
日
に「
竹
内
」（
曼

殊
院
慈
運
）
の
「
附
弟
」
と
な
り
「
御
入
室
」、「
御
得
度
」
し
た
こ

と
が
、『
実
隆
公
記（

（
（

』
同
日
条
か
ら
知
ら
れ
る
。
と
き
に
覚
恕
は
「
十

一
才
」
で
あ
っ
た
。

覚
恕
が
「
北
野
社
別
当
職
」
を
「
管
領
」
し
た
の
は
、
天
文
六
年

（
一
五
三
七
）
十
二
月
二
十
九
日
で
あ
り（

（
（

、
本
文
書
は
そ
れ
か
ら
二

年
弱
経
っ
た
時
期
の
も
の
と
な
る
。

文
中
に
み
え
る
「
遷
宮
」
は
、
天
文
八
年
十
一
月
二
十
八
日
に
お

こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
御
湯
殿
上
日
記（

（
（

』
同
日
条
に

「
こ（

今
宵
）

よ
ひ
き（

北
）た

野
の
せ（

遷

宮

）

ん
く
う
」、ま
た
『
親
俊
日
記（

（
（

』
同
日
条
に
「
北

野
今
夜
御
遷
宮
」、
さ
ら
に
『
厳
助
往
年
記（

（
（

』
に
「
同
廿
八
日
、
北
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野
宮
御
遷
宮
」、『
壬
生
家
四
巻
之
日
記（

（
（

』
同
日
条
に
「
北
野
遷
宮
」

な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
「
遷
宮
用
途
」
と
し
て
「
社
務
職
分
北
野
境
内
南
北
畑
屋
敷

等
」
に
「
段
銭
」
が
懸
け
ら
れ
た
が
、「
免
除
之
地
」
の
「
当
地
百
姓
」

が
「
難
渋
」
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、「
先
例
」
に
任
せ
、「
雑
掌
」

に
「
段
銭
」
を
「
沙
汰
渡
」
す
よ
う
に
と
の
「
北
野
宮
寺
社
務
竹
内

宮
御
門
跡
」
の
訴
え
を
う
け
、
幕
府
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

遷
宮
が
同
月
二
十
八
日
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
さ
だ
ま
っ
た
の

は
、『
壬
生
家
四
巻
之
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
同
月
二
十
四
日
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、そ
れ
か
ら
十
日
ほ
ど
前
の
十
三
日
に
い
た
っ
て
も
な
お
、

「
遷
宮
用
途
」
の
「
段
銭
」
徴
収
が
順
調
に
す
す
ん
で
い
な
か
っ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

ち
な
み
に
、『
厳
助
往
年
記
』
に
は
、「
同
廿
八
日
、
北
野
宮
御
遷

宮
」
の
す
ぐ
下
に
「
江
州
進（

貞
治
）藤

調
之
云
々
」
と
み
え
る
。
同
じ
『
厳

助
往
年
記
』
十
月
条
に
は
、「
六（

定
頼
）角

上
洛
、
子
息
四（

義
賢
）郎

上
洛
」「
相
国

寺
番（

万
）松

軒
陣
所
也
」
と
あ
り
、
近
江
守
護（

（
（

の
六
角
定
頼
と
そ
の
子
義

賢
が
上
洛
し
、
相
国
寺
万
松
軒
に
寄
宿
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
万
松
軒
へ 

「
公（

足
利
義
晴
）

方
様
両
御
所
被
申
御
成
云
々
」
と
『
厳
助
往

年
記
』に
は
記
さ
れ
て
お
り
、十
月
十
八
日（

（
（

に
義
晴
と「
若
公
様（

（
（

」（
の

ち
の
義
輝
）
が
御
成
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

定
頼
の
有
力
被
官
の
ひ
と
り
と
し
て
知
ら
れ
る
進
藤
貞
治
も
上
洛

し
て
い
た
の
か
ま
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
六
角
父
子
が
上
洛
し
て

い
る
最
中
の
十
一
月
二
十
八
日
に
お
こ
な
わ
れ
る「
北
野
宮
御
遷
宮
」

の
用
途
調
達
に
、
義
晴
を
さ
さ
え
る
定
頼
の
た
め
「
進
藤
」
が
尽
力

し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
よ
う
。
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（
付
記
）

本
史
料
紹
介
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
二
〇
二
五
年
度
に
実
施
し
た
複
数
の

授
業
に
お
い
て
学
生
諸
君
と
読
解
し
た
成
果
も
含
ん
で
い
る
。


